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微化石層序から見た第四系下限

Base of the Quaternary System based on microfossil biostratigraphy
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微化石群集解析から鮮新世／更新世境界と関連する高緯度ー北極域の氷床拡大タイミングを検討
した。アリューシャン海域や北極海域の石灰質ナンノ化石調査結果は、2.75Maを境に多様性の
高い群集から、全く産しないか、グリーンランド海域に生息する寒冷種のみの群集に変化し、高
緯度海域の急激な寒冷化を示唆している。一方、これら高緯度の殆どの海域では、2.75MaでIRD
が急増することから、これらの現象が極の氷床拡大によってもたらされた事を示している。この
ような2.75Maの変化に対し、カラブリアン基底の1.8Maでは、種の多様化が進み、高緯度海域が
温暖な環境へ回復した事を示す。したがって、新第三紀／第四紀境界と関連する極域の氷床拡大
は、カラブリアン基底より下位で、ジェラシアン基底に近い、2.75Maで発生したことが示唆さ
れる。
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